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専門室だより

ライブラリ室だより

システムも更新されたことですから、今回はセンターでサービスしているプログラミング言語をUnix

側から総括しておきましょう。下の表を見て下さい。コンパイラのコマンド名を表にしてみました。

Fortran, Cそれぞれについて、上段は一般的なコンパイラ1、 FortranとCの欄の下段はシステムの

アーキテクチャに特化したコードを生成してくれるコンパイラです20

Fortranについては、数値計算ライブラリ3 SSL IIがVP2600, M1800U, S-4/1000それぞれについ

て、さらにVP2600とM1800UについてはSSL II/VPがサポートされています。

S-4/1000Eについては、今はやりのJavaがそのまま動きます。 /usr/local/java/binの下にありま

す　GCCが余計な手間をかけずにインストールできることといい、 「共通プラットフォーム」という言

葉のありがたみが身に染みます。

その他、センターでサービスしている言語には、例えばPascalやLisp、 Prologがありますが、数値計

算プログラミングとシステムプログラミングの現場の視点からは無視してよいものです。

さて、ついでに一首。 VP2600とM1800Uのコシパイラは本質的に同じものですから、 VP2600用の

実行ファイルをM1800U側のTSSで作っておくといったことができます。実行ファイルができていれば

(これを仮にa.outという名前であるとすれば)、バッチリクエストに以下のように書いておきさえすれば
OKということになります。

# eS-mi　-mb

UE

cd SHOME/work

./a.out

ここで、実行ファイルはSHOME/workにあると仮定しました。御利用下さい。

1上記の他にM1800Uではfrtexという名前でFortran90コンパイラを運用中です。ただし一部制限があります。また、 S_

4/1000Eのfrtの方はFortran90コンパイラです。

2具体的にVP2600とM1800Uではベクトル械構対応のコード、 S-4/1000EとCM-5では並列対応のコードです。
3自動ベクトル化コンパイラvccがFortranと比較してなかなか使われないことの理由の一つにC用の数億計算ライブラリが

Fortranのそれより見劣りすることがあげられます。もちろん一番の理由はCが数値計算のコミュニティに入れてもらえていない

ことですが。
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